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民事訴訟の提起等について

1 これまでの経緯

平成27年度に、滞納対策課に債権回収支援係長を設置し、各所管課から非

強制徴収債権のうち、徴収困難・高額滞納案件の移管を受け、滞納債権の整

理に取り組んでいる。

子ども家庭課から移管を受けた目黒区女性福祉資金貸付金につき、平成31

年1月9日付けで東京簡易裁判所宛て支払督促申立てを行ったところ、平成

31年3月6日付けで東京簡易裁判所から、債務者より督促異議申立書の提出

を受けたため、訴訟手続へ移行する旨の通知を受けた。

そのため、平成31年3月15日付けで専決処分を行い、訴訟手続き（民事

訴訟の提起）を開始した。

2訴訟事件名等

（1）事件名

（2）原告

（3）被告

（4）裁判所

貸金返還請求事件

目黒区

目黒区在住A氏

東京簡易裁判所

3請求の趣旨

（1）元金1,323,000円

（2）確定違約金192,813円（平成29年2月28日まで）

（3）元金に対する平成29年3月1日から支払済まで､年10.75％の割合に

よる金員

（4）申立手続費用

以上を支払えとの判決及び仮執行の宣言を求める。

4請求の原因

（1）原告は被告に対し、 目黒区女性福祉資金条例及び同施行規則に則り、

女性福祉資金として次のとおり金員を貸し付けた（以下「本件貸付契

約」 という｡)。

ア貸付期間 平成12年10月から平成14年3月まで

イ貸付金額 金1,323,000円

ウ返済方法 平成23年12月から平成33年11月まで､毎月末日限り、

11,025円宛、合計120回払い

エ利息 なし

オ違約金 各償還期日までに支払うべき元利金を支払わなかった

とき、当該元利金の額につき、年10．75パーセントの割
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